
脚
本 

木
下
忠
亮
、
石
塚
裕
樹 名

前

（ 
 
 
 
 
 
 

） 

※
失
く
さ
な
い
様
に
名
前
を
書
い
て
ね
。 

 
 
 

 

        

劇
「
向
日
葵
」 

        

監
督
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
入
江 

 
 

 

カ
メ
ラ
マ
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
高
木 

 
 

 

ナ
レ
ー
タ
ー
、
小
鳥
（
ナ
レ
）
…
吉
田 

 
 

 

ヒ
ロ
く
ん
（
ヒ
ロ
）
…
…
…
…
…
小
島 

 
 

 

ノ
リ
ち
ゃ
ん
（
ノ
リ
）
…
…
…
…
白
幡 

 
 

 

ヒ
マ
ワ
リ
（
ヒ
マ
）
…
…
…
…
…
渡
辺
、
金
沢 

太
陽
、
月
（
太
陽
）
…
…
…
…
…
星
野 

 
 

 

チ
ョ
ウ
チ
ョ
（
蝶
）
…
…
…
…
…
小
林 

 
 

 

ミ
ミ
ズ
（
ミ
ミ
）
…
…
…
…
…
…
稲
垣 

 
 

 

ミ
ツ
バ
チ
（
ハ
チ
）
…
…
…
…
…
山
野 

 
 

 

テ
ン
ト
ウ
ム
シ
（
テ
ン
）
…
…
…
井
上 

 
 

 

ト
ト
ロ
、
台
風
、
風
（
台
風
）
…
石
塚
、
木
下 



１
、
あ
る
夜 

ナ
レ
：「
鯉
の
ぼ
り
の
季
節
、
あ
る
所
に
、
ヒ
ロ
く
ん
と
ノ
リ
ち
ゃ
ん
が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
二
人
は
と
っ
て
も
仲
の
良

い
兄
弟
で
す
。
二
人
は
い
つ
も
の
様
に
寝
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

ヒ
ロ
：
「
ノ
リ
ち
ゃ
ん
、
今
日
も
楽
し
か
っ
た
ね
。
」 

 

ノ
リ
：
「
そ
う
だ
ね
。
」 

 

ヒ
ロ
：
「
じ
ゃ
あ
、
そ
ろ
そ
ろ
寝
よ
う
か
。」 

 

ノ
リ
：
「
う
ん
。
」 

 

２
、
ト
ト
ロ
来
場 

（
※
ト
ト
ロ
の
動
き
に
合
わ
せ
て
） 

ナ
レ
：
「
二
人
が
ぐ
っ
す
り
寝
て
い
る
と
、
何
か
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。 

 
 
 

お
や
お
や
、
ト
ト
ロ
で
す
。 

 
 
 

ト
ト
ロ
は
何
か
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 
 
 

ト
ト
ロ
は
二
人
の
枕
も
と
に
何
か
を
置
き
ま
し
た
。 

 
 
 

そ
し
て
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

３
、
翌
朝 

ノ
リ
：
「
ん
～
、
よ
く
寝
た
。
お
は
よ
う
、
お
日
様
さ
ん
」 

 

太
陽
：
「
お
は
よ
う
ノ
リ
ち
ゃ
ん
。
」 

 

（
※
辺
り
を
見
渡
す
） 

ノ
リ
：
「
あ
れ
、
何
だ
ろ
う
？
お
兄
ち
ゃ
ん
起
き
て
！
何
か
あ
る
よ
。
ね
ぇ
お
兄
ち
ゃ
ん
っ
て
ば
！
！
」 

 

ヒ
ロ
：
「
ん
～
、
何
だ
よ
ノ
リ
ち
ゃ
ん
。
」 

 

ノ
リ
：
「
あ
れ
見
て
。
何
か
置
い
て
あ
る
よ
。
」 

 

ヒ
ロ
：
「
何
だ
ろ
う
？
開
け
て
み
る
ね
。
」 

 

（
※
小
包
を
開
き
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
出
す
） 



ノ
リ
：
「
何
こ
れ
？
」 

 

ヒ
ロ
：
「
さ
ぁ
？
」 

 

蝶 

：
「
そ
れ
は
ね
、
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
よ
。」 

 

ノ
リ
：
「
あ
、
チ
ョ
ウ
チ
ョ
さ
ん
。
」 

 

蝶 

：
「
庭
の
一
番
日
の
当
た
る
所
に
植
え
て
み
な
さ
い
。
」 

 

ヒ
ロ
：
「
ノ
リ
ち
ゃ
ん
、
植
え
て
み
よ
う
か
。
」 

 

ノ
リ
：
「
う
ん
。
」 

 

４
、
種
ま
き 

ナ
レ
：
「
こ
う
し
て
、
二
人
は
種
を
植
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。」 

 

ヒ
ロ
：
「
さ
っ
そ
く
植
え
て
み
よ
う
か
。
」 

 

ノ
リ
：
「
う
ん
。
」 

 

ヒ
ロ
：
「
チ
ョ
ウ
チ
ョ
さ
ん
、
種
の
植
え
方
教
え
て
。
」 

 

蝶 

：
「
い
い
よ
。
」 

 

（
※
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
な
が
ら
説
明
） 

蝶 

：
「
穴
の
大
き
さ
は
指
で
ち
ょ
っ
と
だ
け
掘
る
の
よ
。 

 
 
 

次
に
、
種
は
こ
の
様
に
縦
向
き
じ
ゃ
な
く
、
横
向
き
に
寝
か
せ
て
植
え
て
ね
。 

 
 
 

そ
し
て
、
土
を
か
ぶ
せ
、
上
か
ら
そ
っ
と
押
さ
え
る
の
よ
。 

 
 
 

最
後
に
水
を
あ
げ
れ
ば
完
成
。
解
っ
た
か
な
？
」 

 

二
人
：
「
は
ー
い
。
」 

 

（
※
こ
う
や
っ
て
、
こ
う
や
っ
て
、
と
言
い
な
が
ら
作
業
を
す
る
） 

二
人
：
「
出
来
た
ー
。
」 

 



５
、
種
と
ミ
ミ
ズ 

ナ
レ
：「
ど
う
や
ら
二
人
は
う
ま
く
植
え
た
よ
う
で
す
ね
。
あ
れ
れ
、
土
の
中
で
は
何
か
が
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
で

は
、
ち
ょ
っ
と
覗
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
」 

 

ヒ
マ
：
「
も
ご
も
ご
、
も
ご
も
ご
、
早
く
大
き
く
な
り
た
い
よ
。
も
ご
も
ご
、
も
ご
も
ご
。
」 

 

（
※
ミ
ミ
ズ
が
出
て
く
る
） 

ヒ
マ
：
「
キ
ミ
は
誰
？
」 

 

ミ
ミ
：
「
僕
、
ミ
ミ
ズ
。
こ
こ
の
土
を
作
っ
て
い
る
ん
だ
。
」 

 

ヒ
マ
：
「
へ
ー
、
そ
う
な
ん
だ
。
僕
は
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
、
よ
ろ
し
く
ね
。
」 

 

（
※
根
っ
こ
が
出
る
） 

ヒ
マ
：
「
わ
っ
、
何
か
出
て
き
た
。
」 

 

ミ
ミ
：
「
そ
れ
は
根
っ
こ
だ
よ
。
こ
れ
か
ら
大
き
く
な
る
た
め
に
必
要
な
も
の
な
ん
だ
よ
。
」 

 

６
、
夢 

ナ
レ
：「
種
を
植
え
て
か
ら
一
週
間
後
、
二
人
は
夢
を
見
て
い
る
よ
う
で
す
。
今
度
は
二
人
の
夢
の
中
を
覗
い
て
見
ま
し

ょ
う
。
」 

 

（
※
夢
の
中
） 

ナ
レ
：「
お
や
お
や
、
夢
の
中
は
何
だ
か
に
ぎ
や
か
で
す
。
ヒ
ロ
く
ん
と
ノ
リ
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
ト
ト
ロ
が
踊
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
」 

 

（
※
踊
り
） 

 

７
、
発
芽 

ヒ
ロ
：
「
僕
、
昨
日
ヒ
マ
ワ
リ
の
芽
が
出
た
夢
を
見
た
ん
だ
。
」 

 

ノ
リ
：
「
私
も
見
た
。
」 

 

ヒ
ロ
：
「
ち
ょ
っ
と
ヒ
マ
ワ
リ
見
に
行
こ
う
か
。
」 

 



ノ
リ
：
「
う
ん
。
」 

 

（
※
移
動
） 

ノ
リ
：
「
わ
～
、
ホ
ン
ト
に
芽
が
出
て
る
。」 

 

ヒ
ロ
：
「
夢
じ
ゃ
な
か
っ
た
ん
だ
ね
。
」 

 

（
※
ヒ
マ
ワ
リ
の
周
り
を
飛
び
跳
ね
な
が
ら
） 

二
人
：
「
夢
だ
け
ど
、
夢
じ
ゃ
な
か
っ
た
！
（
繰
り
返
す
）
」 

 

８
、
ミ
ツ
バ
チ
と
テ
ン
ト
ウ
ム
シ 

ナ
レ
：
「
七
夕
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
ヒ
マ
ワ
リ
も
だ
い
ぶ
生
長
し
て
い
ま
す
。」 

 

（
※
ブ
ン
ブ
ン
ブ
ン
の
音
楽
と
共
に
登
場
） 

ナ
レ
：
「
そ
こ
に
ミ
ツ
バ
チ
と
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。」 

 

二
匹
：
「
こ
ん
に
ち
は
、
ヒ
マ
ワ
リ
さ
ん
。」 

 

ヒ
マ
：
「
こ
ん
に
ち
は
、
ミ
ツ
バ
チ
さ
ん
と
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
さ
ん
。
」 

 

テ
ン
：
「
私
た
ち
が
あ
な
た
を
悪
い
虫
か
ら
守
っ
て
あ
げ
る
わ
。
」 

 

ヒ
マ
：
「
わ
ー
、
あ
り
が
と
う
。
そ
の
お
礼
に
夏
に
な
っ
た
ら
、
お
い
し
い
蜜
を
た
っ
く
さ
～
ん
あ
げ
る
ね
。」 

 

ハ
チ
：
「
や
っ
た
ー
。
」 

 

９
、
ヒ
マ
ワ
リ
と
太
陽 

ノ
リ
：
「
わ
ー
。
大
き
く
な
っ
て
る
。
」 

 

ヒ
ロ
：
「
ホ
ン
ト
だ
ー
。
し
か
も
、
つ
ぼ
み
ま
で
で
き
て
る
よ
。
」 

 

ノ
リ
：
「
す
ご
ー
い
。
」 

 

太
陽
：
「
ね
ぇ
、
あ
な
た
た
ち
、
ヒ
マ
ワ
リ
は
お
日
様
が
大
好
き
な
の
よ
。
」 

 

ヒ
ロ
：
「
ど
う
し
て
？
」 



 

太
陽
：
「
ほ
ら
、
見
て
な
さ
い
。
」 

 

（
※
太
陽
が
動
き
な
が
ら
） 

太
陽
：
「
こ
の
様
に
、
ヒ
マ
ワ
リ
は
お
日
様
を
見
て
育
つ
の
よ
。
」 

 

ノ
リ
：
「
う
わ
～
、
す
ご
～
い
。
」 

 

１
０
、
台
風 

（
※
飛
び
な
が
ら
） 

ナ
レ
：
「
大
変
だ
！
大
変
だ
！
台
風
が
来
た
ー
。
大
変
だ
！
」 

 

（
※
台
風
登
場
） 

台
風
：
「
ぐ
へ
へ
へ
へ
、
ヒ
マ
ワ
リ
な
ん
か
折
っ
て
や
る
。
食
ら
え
！
！
」 

 

（
※
風
が
ヒ
マ
ワ
リ
の
周
り
を
ぐ
る
ぐ
る
回
る
） 

ヒ
マ
：
「
ギ
ャ
ー
、
助
け
て
～
。
」 

 

（
※
ヒ
ロ
く
ん
と
ノ
リ
ち
ゃ
ん
が
登
場
） 

ヒ
ロ
：
「
う
わ
ー
、
大
変
だ
。
ヒ
マ
ワ
リ
を
助
け
よ
う
！
」 

 

ノ
リ
：
「
う
ん
。
」 

 

（
※
手
で
ヒ
マ
ワ
リ
を
支
え
る
） 

ノ
リ
：
「
ヒ
マ
ワ
リ
さ
ん
頑
張
っ
て
！
」 

 

ヒ
ロ
：
「
も
う
ち
ょ
っ
と
、
も
う
ち
ょ
っ
と
で
通
り
過
ぎ
る
か
ら
。
」 

 

台
風
：
「
お
前
ら
、
な
か
な
か
や
る
な
。
今
回
は
こ
の
く
ら
い
に
し
と
い
て
や
る
。
さ
ら
ば
だ
！
」 

 

１
１
、
開
花 

ナ
レ
：
「
台
風
も
過
ぎ
、
後
は
花
が
咲
く
の
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。
」 

 

（
※
ヒ
ロ
く
ん
、
ノ
リ
ち
ゃ
ん
登
場
） 

ノ
リ
：
「
わ
ー
、
私
た
ち
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て
る
。
」 

 



太
陽
：
「
も
う
そ
ろ
そ
ろ
咲
く
わ
よ
。
」 

 

（
※
全
員
登
場
し
て
ヒ
マ
ワ
リ
体
操
） 

 

ノ
リ
：
「
見
て
、
花
が
咲
い
た
！
！
」 

 

（
※
飛
び
跳
ね
な
が
ら
） 

全
員
：
「
わ
ー
い
、
や
っ
た
ー
！
」 

 

完 


